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１　 監査の方法及びその内容

各Ｅ事は、ミ事‾乱び使鴇人等 と意思疎逐を回り 、情報の収集‾乱び監をの環境の整

備に努めると とも に、 ミ事会その他重要な会議に出席 し、 ミ事‾反び使篦人等からそ

の職務の執行状況について報告を受 け、 必要に応 じ説隰を求め、ま要な決裁書類等

を回覧し、業務八び財産の状況を調まいたしました。

髟、上の方法にぷづき、售該事業年度に係る事業報告について検討いた しま した。

さら に、 会計帳簿又は これに関する資れの調をを行い、当該本業年度に係る計算

書類 （賃借対鴉、表攷び‾を味財産増減鴃算害） ‾）ミｋびその付寡黙縅害並びに財鬼目録に

ついて検討いたしました。

２　 監査意見

（１）冬業報告書等のを虻結果

一　 事業報告は、 法令‾ｋび定款に従い、法人の状況をｍしく 示しているものと

認めます。

二　 ミ事の職務執行に関する不‾をの行為又は法令若しく は定款に違反する重大

な事実は認め られません。

（２）計算書類‾ｋび附属篤細書並びに財産 目録のｔ査結タ＝

牡算書類‾ｋび附属回加書並びに財産目 録は、悵大の財産‾ル、び損Ｕの状況をす

べての重要な点において適ｊＥミに示しているものと認めます。
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